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③衡頭にたって救援幕金活動にこιIくみ、な愛の新情人を大きく知ら世ようr

支部から続々救援募金が寄せられています。ありがとう :160万円中央本部に送りました !

引き続き取り組みます。よろし<お願いします。

「 反愛の新婦人 ってす ごい !」 と再入会 :

北支部
「大震災への基金したいけど」と事務所によつてくれ
た元会員さん。ちょうど東町班が班会をしていて、新
婦人が募金を集めていると聞いて感激 !

絵手紙を体験し、おしヽしいお茶も飲んで「楽しかった
わ～、新婦人ってやっばり反愛ですね。あったかい」

、と再入会 !と ってもうれしい班会となりました。

会員さんをひとりひとり訪間、50人もこたえて<
れました I

須磨支部竜が台班
「大震災への救援募金をうったえょう、仲間づ<りの話も選
挙のことも話してこよう」と班委員さんが手分けして会員全
員を訪問しました。留守の人もありましたが、なんと50人
もの人が募金を寄せて<ださり、85,500円も集まりまし
た !すご―しヽ !

「今、班は会員を減らしているので仲間づくりも頑張りたしヽ
の」とうったえると「娘が親子リズムに行きたいと言つてる
のよ。声かけてみるね」と2人の会員さんがこたえて<れ、
2人とも入会 !また介護の学習会でも入会がありました。う
れしいですね !

選挙のことも「住民のいのちと暮らしを守る政策をきちんと
言つてる候補者を選ばないとあかんよね」と対話がはずみま
した。
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/「一時避難～新婦人友愛プロジェクトJに
さつそく受け入れOKの FAX!
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被災地も頑張つています !

選挙も原発も仲間づ<りも…いつぱい

おしゃべり。
東日本大震災対策本部ニュース (中央本部発行)より
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救援物資を2ケース

送りましたと報告が

ありました。

班会にゲストされ てr地震、鷹縫、町づくι
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埼玉"北本支部コスモス班
Aさ んは支部創立当時からの会員に、その頃の保育

所づくりなどの話を聞き、「近所同士の立ち話でなく、
こんな社会的な話を開けてよかつた」と感激して入
会。 3月 26日 の歓迎会を兼ねた班会に、友だち2人

を運れて参加しました。班会での話題は、やっばり大
地震や原発のこと一。市議候補の会員が、避難所や道
路など防災に強い町づくりや、新婦人がとりくんでき
た運動などを話すと、「意識の高いすばらしい団体で

すね」「ご近所とはちがう話ができそうなので、入会
します」と2人とも入会 !

こんな時こモ黒まって

励きじ合いたい「―被災地の支部から

歩いて会員捕間、今悟L“ 脇車 r

宮城・気仙沼支部

支部長から県本部に「新婦人しんぶんを配れる班か

ら配りたい」とメールが来て、さつそく電話で話しま

した。「歩いて会員を訪ねている。家が流されて避難

所にいる支部委員さん、親成の家にいて、早く出て行

きたいという会員さん―.半月以上たってみんなスト

レスがたまっている。会員たちの今後のこと、しんぶ

んのポストおろしや米産直をどうするか、課題がいっ

ぱい。相談するために、集まれる人で集まりたい」と。
「いま何が一番ほしい ?」 と聞いたら「車がほし
い !J。 支部長・事務局長を含め、車が流されて身動

きがとれない会員がいます。軍はなかなか届けられま

せんが、「避難生活で洗濯もできないので下着がほし

い」の要望にはすぐこたえようと、県本部は4月 3日

に気仙沼まで行くことにしています。
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